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チョッパーとエース

飼育委員会の子どもたちや担当者には、大きな悩みがあります。愛情を注いで育

てているウサギ４羽の中の１羽、エースが大病を患い、なかなか回復のめどが立た

ないのです。

エースは、ウサギ小屋の左から二番目の部屋にいますが、最も右の部屋にいるチ

ョッパーとは仲良し兄弟です。実は、最初に病気になったのはチョッパーのほうで

した。動物病院を受診し、獣医さんが的確な処置と様々な善意を施してくださった

おかげで、少しずつ回復しほっと安心していましたが、それもつかの間、今度は入

れ替わるようにエースが病気になってしまったのです。エースは、歯が伸びすぎて

しまい、周りの組織を傷めてしまって、顔が大きく腫れあがってしまいました。引

き続いて獣医さんのご指導を仰ぎながら、懸命の投薬治療が続いています。獣医さ

んは、昨年度の卒業生の保護者でもあったことから、定期的に仕事の帰りに立ち寄

って様子を見てくださいます。

チョッパーが病気になったとき、飼育委員会には、卒業した今の中学一年生がま

だ所属していました。委員会活動のとき、その獣医さんに来ていただき、ウサギに

ついてのお話を聞いたのですが、食い入るように獣医さんの話を聞くその姿の真剣

さに、思わず心を打たれました。あれから４ヶ月、飼育委員のメンバーは替わって

も、献身的なお世話の姿勢はしっかりと受け継がれ、日々４羽のウサギのお世話に

始業前の朝の時間と昼休みの時間、奮闘しています。

チョッパーやエースをはじめ、４羽のウサギのお世話にはたくさんの努力が必要

です。しかし、そんなウサギたちは、子どもたちに命を育てることの大変さと、同

時に命の素晴らしさをしっかりと伝えてくれているような気がします。生き物を飼

うということは、『ただ可愛い』という気持ちだけでは通用しません。食べ残しは

腐って異臭を放ちます。糞のお世話だって大変です。いつも固形の餌だけでは偏っ

てしまうため、給食センターにお願いしていただいているキャベツやニンジンなど

の野菜の残りを与えたり、水を新しいものに替えてやったりする事だって必要です。

特に、今の時期は、強雨の中でも傘をさしながら水を入れる器を洗い、新しい水を

入れ替えています。また、土日の休業日には、担当の教員が必ず投薬に出勤し、お

世話が途切れないようにがんばっています。そんな飼育委員会の活動を通して、子

どもたちにウサギという小さいけれどかけがえのない「命」に、自分たちは日々向

き合っているのだということの意味を少しでも感じ取ってくれればと思っていま

す。

学校の教育活動は、人、動物、自然等とのかかわりの中で、命の尊さに気付き自

らの命、友達の命、そして全ての命を大事に守っていこうとする考えや態度をしっ

かりと育てていくことを基盤としています。

命が守られ、命が育まれ、命が伸びるそんな学校でありたいと思います。



コミュニティ・スクールの推進をめざして

現在、山口県の全小・中学校が「コミュニティ・スクール」として、学校と保護者や地

域の方々と知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、協働しながら子どもた

ちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」をめざしています。

本校においては、本年度は特に、学校を支援していただくだけでなく、地域貢献の場を

多く設定して、意欲的に地域にかかわる取組の推進を図っていきたいと考えています。

また、地域の方々に積極的に学校へ来校いただく環境づくりとして、「コミュニティル

ーム」の設置も計画しております。

なお、後日、コミュニティ・スクールの仕組みをお示ししたパンフレットを各ご家庭に

配付いたしますので、ご確認いただくとともに、保護者の皆様や地域の皆様に信頼される

学校づくりを進めていきたいと思っておりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。

保護者の皆様による学校支援

図書ボランティアによる読み聞かせ おやじの会によるあいさつ運動

時計を寄贈していただきました

６月８日に、「小郡更生保護女性会」よりソーラー式時計を寄

贈していただき、早速、玄関横のかんぽの時計塔に設置いたしま

した。

おかげで、子どもたちや地域の皆様に、正確な時間をお知らせ

することができるようになりました。

誠にありがとうございました。



お迎え下校避難訓練を実施しました

６月９日（水）にお迎え下校避難訓練を実施しました。

近年、全国各地で大規模な自然災害が発生していることを受けて、

児童を安全に保護者に引き渡す訓練として、お迎え下校避難訓練を実

施いたしました。

＜訓練の流れ＞
１ 局地的な大雨により、児童だけでの避難が困難であることを「校内緊急危機管理対策

室」で判断してお迎え下校の実施を決定する。

２ 児童にお迎え下校実施の放送を流す。

３ 保護者にお迎え下校実施のメールを送信する。

４ 児童は、Ａ・Ｂ・Ｃのグループに分かれて、決めら

れた場所に避難する。

Ａ：１時間以内での迎えが可能なグループ（体育館）

Ｂ：お迎えが１時間以上かかるグループ（昇降口）

Ｃ：勤務終了後の迎えのグループ（図書室前）

５ 保護者への引き渡しを行う。

（初めての訓練であったことから、Ａグループで、当

日参加協力が可能な方に限定して訓練を実施）

＜成果＞
¡ 迎えについては、一番早い方でメール配信後３分、遅い方で５５分後の来校で、時間

内に引き渡すことができた。

¡ 今回は、１１３名の方のご協力をいただいたが、多くの方がお迎え下校登録カードを

持参いただいたことで、スムーズな引き渡しができた。

¡ 多くの方が車での来校となったが、トランシーバーを使っての誘導と学校を出る際に

左折協力をいただいたおかげで、交通渋滞を招くことがなかった。

＜課題＞
¡ 実際に、全ての児童の引き渡しとなると今回の約３倍の引き渡しとなることから、か

なりの混乱が生じることを予測する必要がある。

¡ 災害の規模によっては、引き渡しまでにかなりの時間を要することが考えられる。

¡ メールを受信できない方が学校ホームページで確認するまでに、時間差が生じる。

¡ 車での来校の際に、最徐行運転が徹底されていない。

ご協力ありがとうございました。



山口市音楽祭への参加学年について

毎年、小郡小学校では、１１月（本年度は１５日）に開催されます山口市音楽祭に６年

生の児童が参加しておりましたが、再来年度から４年生が参加することにいたしました。

これは、児童の変声期の関係や学校代表としての場を下の学年から経験させることで、

高学年としての意識の高揚を図る等の視点によるものです。

そこで、６年生から４年生への移行に伴い、音楽祭への

参加経験がない学年が出ないよう次のような移行期間を設

けます。

○平成２８年度 現６年生と現５年生が合同で参加

○平成２９年度 ５年生（現４年生）と４年生（現３年生）が合同で参加

○平成３０年度～ 現２年生以下は、４年生の時に音楽祭に参加

ご理解いただきますようお願いしたします。

校内持久走大会日時変更のお知らせ

ＰＴＡ総会でお渡しした資料では、本年度の校内持久走大会を１２月７日（水）として

おりましたが、山口市教育委員会が主催する６年生対象の観劇教室

の開催日と重なってしまいましたことから、２日（金）へと変更さ

せていただきます。

ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

７月の行事予定
１日（金) 交通指導 １３日（水）地区別下校

にこにこタイム １５日（金）学期末個人懇談①

４日（月）集金日 １９日（火）学期末個人懇談②

委員会活動 給食終了

５日（火）全校朝会 ２０日（水）終業式

６日（水）校内水泳記会（予備日７日）

７日（木）短縮時程（１３：３０下校）

８日（金）短縮時程（１３：３０下校） ＜地区懇談会＞

ベルマーク収集日 ６月２０日～７月２１日

読み聞かせ（４年） 各１５地区で実施

１１日（月）読み聞かせ（１年） ＜学習教室・水泳教室＞

１２日（火）食育指導（３年） ７月２１日・２２日・２５日・２６日


